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文学の中の満洲文学が成立する必要があった。昭和 17年 11月 3日から東京で大東亜文学者大会
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が開かれ、日本人作家のみならず、満洲や中国、朝鮮の作家たちも参加し、大東亜文学大賞が様々
な民族の作家に授与されたのである。17年の大会では島崎藤村が聖寿万歳の音頭を取ったことも
知られる。こうした動きも満洲文学に含められるだろう。満洲国が出来た後の開拓民の文学など
は、国策文学、官製文学の誹りは免れないが、全体として見れば満洲と満洲文学には、負の遺産だ
けではなく、今の時代を照らす契機となるようなレガシーも見えて来るように思う。

